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スクエアパークからの外観イメージ



スクエアパークからの外観イメージ（夕景）



内側と外側が連続するイメージ



五月公園からの外観イメージ



１階交流ロビーイメージ



２階交流ロビーイメージ



２階ホワイエイメージ



交通・都市軸を
強化する

文化活動拠点
中村駅

中村城跡

一條神社
商店街が集積する
商業の中心エリア

史跡の多く残る
観光エリア

市役所

不破
八幡宮

東山

川
十
万
四

川
後

宿毛市
より

西土佐地域
より

土佐清水市
より

黒潮町
より

N

四万十市の文化･情報を『発信する拠点』

・土佐の小京都に相応しい繊細な佇まい、地場産材の活
用による、幡多地域のシンボルとなる拠点施設。

・観光客や市外周辺地域からの人々が地域に立寄るきっ
かけづくり。

・歴史や観光などの情報発信コーナーを充実し、訪れた
人々に四万十市を知ってもらい、地域に滞在してもらう
仕掛けづくり。

人と地域をつなぐ『交流・賑わいの拠点』

・決まった目的がない人も訪れてみたくなるような、居心
地の良い憩いの空間やさまざまな居場所。

・訪れた市民や目的の異なる人同士が出会い、地域コ
ミュニティの結びつきや賑わい。

・周辺地域をつなぐ拠点として、外部に賑わいやアクティ
ビティがにじみだす設え。

豊かな文化生活・人材育成を『支える拠点』

・質の高い文化芸術に触れられる施設として、本格的な公演
に必要な演出･音響性能を備える。

・市民の様々な文化･創造活動の場として、多様な利用や使
い方の変化に対応できるフレキシビリティを確保。

・文化創出を担う『次世代育成』を支える文化施設。

計画地は、幡多地域の核である中村エリアの中
心に位置。周辺地域からの交通網や中村駅と史
跡が多く残る市役所周辺地域とを結んだ中間地
点でもある。この立地条件を活かし、市民の交流･
創造の拠点であることに加え、周辺地域や観光客
への情報･文化の発信拠点として、四万十市民の
シビックプライドをはぐくむ施設として整備。

まちとつながり、賑わいが溢れ出す交流拠点施設

プロポーザル時の外観イメージ プロポーザル時の五月公園側イメージ

プロポーザル時のイベント利用イメージ



自然素材を使う

・しまんとヒノキなどの自然素材による柔らかく
穏やかな表情。

自然を取り込む

・ハイサイドライトから柔らかく注ぐ自然光。

・風が通り抜ける建物構成。

・陰影のある豊かな表情の仕上げ。

自然の様相を取り入れる

・蛇行する四万十川の流れのような豊かな曲面。

・木々の重なりのように素材の重なりよって生まれる多様
な表情の変化。

外にいるような空間体験

・外部から連続する屋外の仕上げ。

・スケールや素材の変化。

・インテリアとして作り込みすぎない。

風

光

影
流れ

変化

多様さ

瞬き

揺らぎ

重なり

温もり

多様さ

流れ・揺らぎ・瞬き・重なり まちや自然を散策するように空間の大きさや
素材が変化するシークエンス

光・風・陰影しまんとヒノキ、石材

四万十市の豊かな自然に呼応する



■広域的立地 ■附近見取図

敷地南西の国道439号線が歩行者及び車での来訪者のメインアクセスとなります。

北西には五月公園に位置し、南東には新ＪＡ本館再整備されます。

北側に土佐くろしお鉄道が走っており、鉄道からの車窓から当敷地を望むことができます。

高知県南西部に位置する当市は高知県西部、幡多地域の中心都市です。

市の中心部付近は四万十川によって形成された沖積平野である中村平野が広がっています。

計画地は中心市街地に位置し、南側を通る国道56号線からもアクセスし易い立地となっています。

南東約500ｍに位置する中村駅（土佐くろしお鉄道）からも徒歩でアクセス可能な

交通の便のよい立地条件となっています。

■敷地概要

： 高知県四万十市右山五月町地内 ： なし

： 区域区分が定められていない都市計画区域 ： 高知県ひとにやさしいまちづくり条例

： ： 7,316.90㎡

： ： 国道439号線（都市計画道路安並右山線）　幅員　18.0m

： 法42条1項2号道路

：

前 面 道 路建 蔽 率

防 火 地 域 なし 準防火地域

計 画 敷 地

用 途 地 域

容 積 率

そ の 他 の 規 制

60% 80%

商業地域（南側）第一種住居地域（北側）

200% 400%

都 市 計 画 区 域 主な法規・条例

敷 地 面 積

Z18KD第1008号

Z18KD第1008号

①国道側 ②五月公園と土佐くろしお鉄道 ③北側道路



■建築概要

： 劇場、銀行の支店

【建基法】劇場：08530、銀行の支店：08458

【消防法】劇場：1項イ、銀行の支店：15項　（複合：16項イ）

： ㎡

： 利用者用84台（うち車いす使用者用2台）

関係者用10台

： 高知県ひとにやさしいまちづくり条例

■面積表 ■建物別概要

① ② ③

① ㎡ ㎡ ㎡

② ㎡ ㎡ ㎡

④ ㎡ ㎡ ㎡ m m m

㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡

％ ％ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

構造

面積表

平屋

2.50

平屋

3.50

鉄骨造

容積対象

30.00 0.00

42.50 0.00

床面積 容積対象

42.50 0.00

容積対象

2,420.61

771.57

3,746.25

30.00

鉄骨造

6,938.43

鉄骨鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造　一部鉄筋コンクリート造

地上４階

30.60

765.03

2,407.56

3,735.61

6,908.20

床面積

0.00

床面積

合計

１階

２階

３階以上

規模

建物高さ

94.41

6,908.20

建蔽率

7,010.93

59.07 容積率

合計 4,322.31

0.00

0.00

6,908.20

容積対象面積棟名

6,938.43

30.00

42.50

本館

駐輪場棟

多目的駐車場棟

4,271.03

13.00

38.28

建築面積 床面積

主 要 用 途

主な法規・条例

敷 地 面 積

駐 車 台 数

本館 駐輪場棟

7,316.90

多目的駐車場棟



商業地域
準防火地域
建蔽率：80％
容積率：400％

第一種住居地域
防火地域指定なし
建蔽率：60％
容積率：200％

憩いの
プラザ

交流ロビー

中庭

小ホール

JA

大ホール

市道
大橋
通1
号線

ろうきん

ガソリン
スタンド

五月公園

中村
地方合同庁舎

土佐く
ろしお

鉄道

市
道
五
月
馬
渡
線

国道439号

市道大
正五月

線

市
道
五
月
4号
線

JA本館

スクエアパークスクエアパーク

車寄せ

関係者駐車場

楽屋口

搬入口

①  本　　館

② 駐輪場棟

③  多目的駐車場棟

小型 小型

小型
小型
小型
小型
小型
小型
小型
小型小型

小型
小型

JA本館

国道439号線

五月公園
交流ロビー

憩いのプラザ

N

スクエアパーク

JA本館との連絡に配慮した
動線を確保

利用者駐車場とは明確に
分離された関係者駐車場

歩行者動線
車両動線

全面駐車場利用の場合でも
歩車分離された安全な歩行者動線を確保

雨に濡れずにアプローチできる
多目的駐車場棟

国道に面した分かりやすい
駐車場配置

五月公園を含めた
一体整備

憩いの
プラザ

五月
公園

交流
ロビー

スクエア
パーク

まち

スクエア
パーク

国道

市
道

スクエア
パーク

建屋

多様な居場所をつなげ、賑わいの流れをつくる

・施設の前面に市民の広場『スクエアパー
ク』をつくり、まちから人を引き込みます。

・『スクエアパーク』『交流ロビー』『憩いのプ
ラザ』から五月公園までをつなぎ、まちに
広がる賑わいの流れを生み出します。

・『スクエアパーク』は しまんと市民祭 などで
は、たくさんの人が集まるイベント広場とし
て賑わいます。

・『憩いのプラザ』は、市民の日常の活動･憩
いの広場です。五月公園とつながるように
整備し、誰もが気軽に立ち寄れるポケット
パークとなります。

・四万十川が多くの支流を集め太平洋に注
ぎ込むように、市民の活動や賑わいが施設
からまちに流れ出し、まちづくりを牽引す
る拠点となります。

管理のし易さに配慮した外構計画

・来館者駐車場を国道側に、関係者駐車場を鉄道側に明快に
ゾーニングすることで管理し易い駐車場計画となります。

・施設内の植栽は最小限としながらも、施設の背景となる東山
や再整備される五月公園の豊かな緑を取り込むことで管理
に手間のかかりすぎない合理的な植栽計画としています。

・建屋の雨水については北西市道側に、スクエ
アパークについては南西国道側に排水する
計画とし、配管ルートの最小限化と工事計画
にも配慮した雨水排水計画とします。

まちをつなぎ 新たな賑わいの流れを生み出す まちの広場

まちにつながる賑わいの流れ

配置計画イメージ【S=1/800】五月公園までつながる

広場にまちを引込む

合理的な雨水排水計画



創
作
室調理室

和室
デッキ

小ホール

交流ロビー

展示室
大

中

小

五
月
公
園

分岐した支流は
居心地のよい
小さな空間

スクエアパーク

交流
ロビー

余すことなく使う

・ホール利用時以外は、ホワイエを共用部の延長として開放
し、市民の日常の交流の場･居場所をさらに確保します。

・大･中楽屋はホール利用がない時には貸し会議室として市
民が利用できるようにし、施設全体の稼働率を高めます。

・利用者ニーズを把握し、共用部をうまく取り込むことで施設
全体を余すことなく利用する計画とします。

日常もさまざまに賑わう交流ロビー

・イベントのない時も誰もが気軽に訪れ、日常的に賑わい･出
会う『交流ロビー』をつくります。

・市民や観光客の多様な活動･交流には、大小さまざまなス
ケールの空間が必要です。

・大きな空間は、大勢が集まれる交流の場所です。小さな空間
は、少人数での活動や日常の居場所になります。

・天井の高い気持ちのよい空間や、天井の低いくつろげる空間
で、それぞれの目的に応じて思い思いに過ごせます。

訪れた市民が思い思いの場所をみつけ 多様な文化活動の受け皿となる施設

目的ごとに様々に過ごす
大きな空間･小さな空間

みんなが集まる高い空間
くつろいで過ごす低い空間

共用部を広く使う 部屋を広く使う

スクエアパーク

交流ロビー

デッキ

２階ホワイエ
１階展示室

デッキ

ラウンジ

創作デッキ

憩いのプラザ

五月公園

大ホール

小ホール



練習室

備品

舞台

展示室

楽屋口

楽事

JA

リハーサル室

スタジオ

小ホール収
納

事務室

情報
ｺｰﾅｰ 楽中

楽小1

消火

搬入

ﾁｬﾝﾊﾞｰ

楽中

関係者駐車場

憩いのプラザ

交流ロビー

大ホール
受付

楽器

中庭

備品

市
道
五
月
4号
線

市道
大正
五月線

土佐く
ろしお

鉄道

更衣

待合ﾛﾋﾞｰ

通用口

サブ
エントランス

メインエントランス

受水槽

警備・清掃
ろ過機

ゴミ

楽大

大会議室

投 調光

ホワイエ

機
械
室

ラウンジ

調理実習室

中会議室

創作ﾃﾞｯｷ
機械室

キッズ
コーナー

大会議室

和室

舞台上部

音響

大ホール

多小ホール上部

和室

小
会
議

小
会
議 主催者控室

創作室

大ホール

デッキ

ホワイエ

客席上部

舞台上部

機械室上部

舞台
設備

倉庫

屋外設備置場

スタッフ室

大
ホ
ー
ル小

ホ
ー
ル ホワ

イエ

ホワ
イエ

※破線はホール同時
　利用時の共用部

1F

2F

交流ロビー

N

一般利用ゾーン

一般利用ゾーン

小ホールゾーン

ホールゾーン ホールゾーン

JAゾーン

小ホールゾーン

楽屋を市民開放した場合の
セキュリティライン

楽屋利用した場合の
セキュリティライン

JA本館との行き来に
配慮した動線計画全体を

見渡せる配置

創造支援諸室利用者動線
ホール来客動線
大ホール出演者動線
JA動線

分かりやすい施設計画

・吹抜け空間によって各室が見渡せ、行きたい場
所が直感的にわかるような空間となります。

・大ホールのもぎりを2Fに配置することで、大
ホール利用時や、小ホールとの同時利用でも市
民の日常の活動動線はしっかりと確保する使い
易い施設とします。

様々な利用にも対応可能なフレキシビリティ

・JAの窓内が閉店した後はカウンター部分をセキュリティ区分
することで、待合ロビーを市民の皆様に開放することが可能
になります。

・楽屋（大）、楽屋（中）についてはホール利用時以外は一般利用
が可能なセキュリティ区分を設定します。

・リハーサル室を楽屋利用した場合のセキュリティ区分にも配
慮します。

明快なゾーニングによる機能的な平面計画

大・小ホールがフル稼働した時でも
みんなが使い易い共用部にします

大ホール・小ホール利用時の動線・セキュリティ区分イメージ【S=1/600】

1F 2F 3F



ホール主用途

市民からプロまで全ての利用者が活用できる高機能で
使いやすいホールとして、本格的な公演に必要な舞台
設備や音響性能を備え、ハレの場に相応しい空間とし
て演出します。

優れた芸術文化の鑑賞と多彩な演目に対応する大ホール

・演劇や演奏会に適した、プロセニアム型の正統派
多目的ホール
・内装の素材や形状を検討し、良い響きと明瞭度
のある音響性能を実現
・袖の広さ･フライズ高さに余裕をもった、誰もが安
全で使いやすい舞台
・舞台と中通路、ホワイエと多目的室のレベルを合せ
るなどユニバーサルデザインを徹底
・将来の更新性や最新技術の持込みに対応する電
源等のインフラの充実

大ホールはさまざまな利用を想定した正統派の高性能ホールとして、小ホールは市民から愛着を持たれ日常利用される開かれたホールとして、それぞれの役割に適した空間性と機能を確保します。

また、交流ロビーは日常的な市民の憩いからイベントまで、機能共有とタイムシェアリングができる第三のホールとして位置づけ、さまざまな利用に備えます。

市民の日常利用から、小公演やイベントまで、さまざま
に使え多様な演出が可能な拡張性を備えます。四万十
市産材による特徴的で魅力ある市民のためのホールと
します。

市民が愛着を感じる魅力的な空間と多様な演出が可能な小ホール 

・ロビーに開き、イベントや展示会など、日常の様々
な活動ができるホール
・ガラスと壁の二重の可動遮音壁で、遮音しながら
視覚的に開くことも可能
・ギャラリーやキャットウォークを四万十市産材で
組み四万十市らしさを表現
・木組に納めたパイプでどこでも仕込み･演出が可
能なギャラリー･キャットウォーク
・大ホールと映像･音響を連結し、大人数時には第
二会場として利用

大ホール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ─ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ─ ─ ─ ─ ─

小ホール ─ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ○ ─ ◎ ─ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

映像 運動
生音系 電気

音響系 その他

音楽系
集会系統

演目

展示演劇系

繊細な木の表情に包まれた落ち着きのある大ホールイメージ

プロポーザル時の大ホールイメージ

プロポーザル時の小ホールイメージ

木組みによる開放的な小ホールイメージ

市民からプロまで活用できる高性能な大ホール／市民の様々な活動を誘発する開かれた小ホール



舞台

客席

ホ
ワ
イ
エ

舞台

客席

ホ
ワ
イ
エ

多様な客席空間と多様な利用形態を実現する四万十ワインヤード

六角形プラン

舞台

客席

800席程度

舞台

300席程度

舞台

450席程度

舞台

600席程度矩形プラン

客席客席客席

六角形の客席プラン

・柔らかく囲むような形体によって求心性が生まれ、客席空間の一体感が創出されます。

・矩形プランと比して、バルコニー席などの舞台が見えずらい席が発生しにくい形体となり
ます。

・もぎり後のホワイエ空間に人溜まりが確保でき、ボトルネックが解消され、人の流れがス
ムーズになります。

多様な利用形態に対応する客席空間

ワインヤード型とはぶどう畑（段々畑）のように段上に客席を分割した客席形式でシュー
ボックス型（矩形）ホールと比較して動的でよりダイナミックな空間となります。

幡多地域に類を見ないワインヤード型による多様な客席空間と多様な利用に応える四万
十オリジナルの『四万十ワインヤード』の客席空間としています。

ワークショップでの意見の多かった以下の意見を踏まえ、

『周辺地域に類を見ない四万十のオリジナリティ』

　『小規模利用など様々な利用』　



備品

舞台

袖
舞
台

袖
舞
台

展示室

楽屋口

楽事

リハーサル室

事務室

楽屋中

楽
屋
小

楽
屋
小

搬入

チャンバー

楽屋中

関係者駐車場

脇花道鳥屋口 鳥屋口脇花道

受付

楽器

洗濯

備品

市道
大正
五月線

土佐く
ろしお

鉄道

更衣

エントランスホール

受水槽

警備・清掃

多目的室

ろ過機

楽屋大

投映室
調光室

ホワイエ

も
ぎ
り

ラウンジ

創作ﾃﾞｯｷ

機械室

舞台上部

音響室 多目的室

主催者控室

創作室

デッキ

ホワイエ

客席上部

舞台上部
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

機械室上部

舞台
設備

倉庫

スタッフ室

N

ホール専用利用が
可能なエレベーター

楽屋利用
を想定

１階席のみ利用の場合でも
利用可能な多目的室

多様な市民利用に応える
脇花道・鳥屋口の設置

各所に車いす席を設け
車いす利用の方でも
好きな場所を選ぶことが可能

もぎりラインはベルトパーティションで構成し
ホール利用時以外は交流ロビーの一部として開放

車いす利用者やベービーカー利用に配慮して
ホワイエから段差なくアクセスできる多目的室

出演者やスタッフ利用にも
配慮した多目的便所

ホール来客動線
大ホール出演者動線

プロも市民も使いやすい市民に親しまれる大ホール

平面計画イメージ【S=1/400】

客席空間の断面イメージ

1F 2F 3F

四万十市の木に包まれた客席空間

・四万十の自然と呼応するように、流れや重なり感を表
現する木のスクリーンが客席空間を柔らかく包み込
みます。

・市民が訪れた人に自慢できるような、市民に親しまれ
るホール空間となります。

市民の多様な利用形態に対応する

・脇花道や鳥屋口を設け、プロ利用はもちろんのこと、
多様な市民利用に応える計画としています。

・１階席のみや、前方席のみなどの少人数での利用に
際にも、空席が気にならないような工夫を施します。

ユニバーサルホールの実現

・利用者ニーズを最優先に考えて、エレベーターは２台
設け、大ホール利用時には専用利用が可能な計画と
します。

・大ホールには多目的室を２室設け、様々な利用形態
にも対応できる計画とします。

・車いす席を各所に設け、車いす利用者も好きな座席
を選ぶことができます。



機
械
室

小ホール上部

ギャラリー

ギャラリー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

小
会
議

小ホール
収
納

憩いのプラザ 交流ロビー

ホ
ワ
イ
エ

もぎり

キャット
ウォーク

N

小ホール

交流ロビー

小ホール

交流ロビー 交流ロビー

小ホール

パネルの移動間仕切

ガラスの移動間仕切 交流ロビーの一角に
ベルトパーティションによって
もぎりラインを構成

収納可能な
練習用の鏡

楽屋利用の想定

エキスパンションジョイントによって
構造を切り離すことで遮音性を高めています

四万十市の市有林を
活用した木のギャラリー

小ホール来客動線
小ホール出演者・スタッフ動線

市民が愛着を感じる魅力的な空間と多様な演出が可能な小ホール

平面計画イメージ【S=1/400】

1F

2F

見せながら使う閉じて使う 一体で使う提灯のような小ホール

L型の二重移動間仕切りによって多様な利用が可能になります

・二重の遮音壁を閉じてホールとして利用すれば、小規模な演劇の他、社交ダンス、室内
楽から中規模な演奏会までさまざまに使えます。

・ガラス遮音壁だけを閉じれば、外から見える催しが可能で、セミナーやワークショップな
ど、見えていることで目的無く訪れた方にも興味が広がります。

・二重の遮音壁を開いてしまえば、日常的にはストリートダンスの練習や卓球に利用可能
です。イベント時は交流ロビーと一体的にも使うことができます。

自然と人が集まってくる提灯のような小ホール

・四万十市の市有林を用いてギャラリーやキャットウォークを構
成し、木に包まれた温かい表情の小ホールとなります。

・交流ロビーには賑わう活動の音や明かりが滲みだし、ホール
がまるで提灯のように、人を引き付け、市民の皆様に親しまれ
る空間となっていきます。


